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準拠情報

FCC 通知

本装置は、FCC 基準パート 15 に準ずる Class B のデジタル電子機器の制限事項に

準拠しています。これらの制限事項は、住宅地域で使用した場合に生じる可能性の

ある電磁障害を規制するために制定されたものです。本デバイスはラジオ周波エネ

ルギーを発生、使用し、さらに放射する可能性があり、指示にしたがってインス

トールおよび使用しなければ、ラジオ通信に有害な障害を与える場合があります。

しかしながら、特定の方法で設置すれば障害を発生しないという保証は何もありま

せん。このデバイスがラジオや TV 受信装置に有害な障害を与える場合は（問題のデ

バイスの電源を一度切って入れなおすことにより検出できます）、障害を取り除くた

めに次の方法にしたがってくだ さい。

• 受信アンテナの方向を変えるか、設置場所を変える

• このデバイスと受信装置の距離をあける

• このデバイスの受信装置とは別のコンセントに接続する

• または、ディーラーか経験のあるラジオ /TV 技術者に問い合わせる

本製品は FCC 規則パート 15 に準拠しています。操作は次の 2 つの条件に規制され

ます :

1. 電波障害を起こさないこと、

2. 誤動作の原因となる電波障害を含む、受信されたすべての電波障害に対して正常
に動作すること。

カナダ通信省の声明 

本デジタル装置は、カナダ通信省の「デジタル装置」の干渉を引き起こす装置の基

準に設定されたデジタル装置からの無線雑音の放射に関するクラス B の基準を超え

ないことが証明されています。

本クラス B デジタル装置は、カナダ ICES-003 に準拠しています。
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安全上のご注意

プロジェクタを操作される前に以下の取扱説明書をすべてお読みになり、後で参照

できるように保管してください。

1. 取扱説明書を読む 
機器を操作される前に、安全に関する指示や操作説明書をすべてお読みくださ
い。

2. 注と警告 
操作説明書のすべての注と警告を忠実に守る必要があります。

3. 洗浄 
洗浄する前に、壁のソケットからプロジェクタのプラグを抜いてください。水で
湿らせた布を使用して、プロジェクタの筐体を洗浄します。液体またはエアゾー
ル洗浄剤を使用しないでください。

4. アクセサリ 
本製品を不安定なカート、スタンド、またはテーブルに設置しないでください。
製品が落下して、深刻な損害を被る原因となります。 

（プロジェクタ、アクセサリおよびオプション部品を包んでいた）ビニールの梱
包材料はお子様の手の届かない場所に保管してください。ビニールの袋がのどに
詰まると死をもたらす結果になります。小さなお子様の回りでは、特に注意して
ください。

5. 換気 
プロジェクタには換気穴（吸入と排出用）が装備されています。 
これらのスロットを塞いだり、傍に物体を置いたりしないでください。本体内に
熱がこもり、映像が低下したりプロジェクタが損傷する原因となります。

6. 電源 
装置の動作電圧が、お使いの電力装置の電圧と同じであることを確認してくださ
い。

7. 修理 
本プロジェクタを自分で修理しないでください。すべての点検修理については、
認定サービス担当者にお問い合わせください。

8. 交換部品 
交換部品が必要になったとき、交換部品がメーカーにより指定されたものである
ことを確認してください。不正な交換を行うと火災、感電またはその他の危険が
もたらされる結果となります。

9. 結露 
本プロジェクタを寒い場所から暖かい場所に移動した後、すぐに操作しないでく
ださい。プロジェクタはこのような温度変化にさらされると、レンズや内部の重
要な部品に結露が発生することがあります。装置が損傷しないように、温度が極
端にまたは突然変化した場合、少なくとも 2 時間はプロジェクタを使用しないで
ください。
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AC 電源コードに関する注

AC 電源コードは、本プロジェクタを使用する国の要件を満たす必要があります。以

下の図で AC プラグのタイプを確認し、適切な AC 電源コードを使用していることを

確認してください。付属の AC 電源コードがコンセントに合わない場合、販売業者

にお問い合わせください。本プロジェクタには、アースタイプの AC 線プラグが装

備されています。コンセントがプラグに適合することを確認してください。アース

タイプのプラグの安全性を無効にしないでください。電圧フリッカによる信号干渉

を防ぐために、アースタイプの AC 線プラグが装備されたビデオ電源装置も使用す

るように強く推奨します。

オーストラリアおよび 
中国本土の場合

米国およびカナダの場合

英国の場合

アース

ヨーロッパ大陸の場合

アース

アース

アース
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著作権情報

Copyright© 2011 ASUSTeK COMPUTER INC. All Rights Reserved.

製品および製品で説明されたソフトウェアを含め、本説明書のいかなる部分も

ASUSTeK COMPUTER INC. ("ASUS") の書面による事前の許可なしには、購入者が

バックアップの目的で保管する場合を除き、いかなる目的のためであれ、いかなる

条件下でも、またいかなる形式でも、複製、伝送、転記、検索システムへの保存、

またはいかなる言語への翻訳を行うことができません。

製品保証またはサービスは以下の場合、延長されません :(1) 製品が修理、変更また

は改造され、かかる修理、変更または改造が ASUS により書面に認証されたもので

ない、または (2) 製品のシリアル番号が汚れたり欠落している場合。

ASUS は本説明書を、明示的であれ黙示的であれ、いかなる種類の保証もない「現

状のまま」提供されるまま提供し、商業的価値、特定目的への適合性の黙示的保証

を含め、いかなる保証も含みません。いかなる場合も ASUS、その取締役、役員、

従業員、代理店は間接的、特殊的、偶発的、結果的損害（利益の損失、取引上の損

失、使用の損失、データの損失、事業の中断を含むがこれに限定されない）に関し

て、たとえ ASUS が本説明書や製品の欠陥またはエラーに起因するかかる損害の可

能性を知らされていた場合であっても、一切責任を負わないものとします。

本説明書に記載された仕様や情報は情報を得るためにのみ提供されるもので、事前

の通知なしにいつでも変更されることがあり、ASUS が約束するものであると解釈

されるべきではありません。ASUS は製品および製品の中で説明されたソフトウェ

アを含め、本説明書で現れた間違いや不正確な記述に対する責任を一切負いません。

本説明書に記載された製品名や会社名はそれぞれの会社の登録商標または著作権で

あることもあれなそうでないこともあり、識別や説明のためおよび所有者の利益の

ためにのみ使用され、権利を侵害する意図はありません。
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はじめに

プロジェクタの特長

このプロジェクタは高性能な光学エンジン投写技術とユーザーフレンドリーな設計を

統合しており、高い信頼性と使いやすさを実現しています。

プロジェクタには次のような特長があります。

• 高度な LED 光源は従来のランプより長いランプ寿命があります。

• シングルチップ 0.45" Texas Instruments DLP® テクノロジ

• WXGA (1280 x 800 ピクセル )

• プロジェクトは軽量小型で、商用旅行やレジャー活動で活躍します。

• ユーザーフレンドリーな、多言語オンスクリーンディスプレイ

注

• 本説明書の情報は予告なく変更することがあります。

• 本説明書のいかなる部分も書面による事前の許可無しには、複製、転送またはコピーするこ
とができません。
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パッケージの内容

プロジェクタの梱包を開けるとき、以下のコンポーネントがすべて揃っていること

を確認してください。

注

• 付属品が足りないとき、損傷しているように見えるとき、装置が作動しない場合は、直ちに
販売店にご連絡ください。

• 製品を 大限に保護するために、製品が入っていた箱と梱包材料を保管し、搬送する必要が
ある場合出荷時に梱包されていたときの状態で製品を再び梱包してください。

プロジェクタ AC 電源コード マルチ入力ケーブル

(30 ピン CEA 内蔵ケーブル )

電源アダプタ 説明書 CD クイックスタートガイド

プロジェクタキャリー

バッグ

保証書

Quick Start Guide
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プロジェクタの外観

1 1

43

2

正面図

背面 / 底面図

換気口 フォーカスリング

投写レンズ コントロールパネル

電源アダプタ差込口 三脚ソケット

ケンジントンロック 支持スタンド

マルチ入力ソケット

VGA/ コンポジットビデオ信号入

力ジャック

1 3

2 4

5 6 7

8

9

5 8

6 9

7
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製品の使用

コントロールパネル

温度 ( 温度 LED インジケータ )

「LED インジケータメッセージ」を参照してください。

左 / 右キー

左 / 右キーを使用して付属品を選択するか、選んだ調整を行います。

メニュー

オンスクリーンディスプレイメニューを表示するか、選択を確認します。

入力

入力ソースを手動で選択します。

電源

電源 LED インジケータ（「LED インジケータメッセージ」を参照してください）。

プロジェクタのオン / オフを切り替えます。

1

2 3 2 4 5

1

2

3

4

5
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接続

電源アダプタの使用

付属の電源アダプタでプロジェクタを使用しなければなりません。間違ったアダプ

タの使用に起因する損傷は、保証の対象外です。

1. 電源アダプタのプラグを DC 入力端末に差し込みます。

2. 電源コードの適切な端を電源アダプタに差し込みます。

3. 電源コードのプラグを壁コンセントに差し込みます。

重要

• 上に示す接続では、プロジェクタに付属していないケーブルが一部あります ( 詳細は、8 ペー
ジの " パッケージの内容 " を参照 )。それらのケーブルは電気店でお求めいただけます。

• 上の接続図は参照のみです。プロジェクタで利用可能な背面の接続ジャックは、個々のプロ
ジェクタモデルによって異なります。

• 詳細な接続方法については、12-13 ページをご覧ください。

1

2
3
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コンピュータの接続

このプロジェクタには IBM® コンピュータと Macintosh® コンピュータの両方に接続

できる VGA 入力ソケットがついています。旧式の Macintosh® コンピュータに接続

するには、Mac アダプタが必要です。

プロジェクタをノート PC またはデスクトップ PC に接続するには：

• VGA ケーブルの使用

1. 付属のマルチ入力ケーブルの一方の端をコンピュータの D-Sub 出力ソケットに

接続します。

2. マルチ入力ケーブルのもう片端をプロジェクタのマルチ入力ソケットに接続しま
す。

重要

• 多くのノート PC では、プロジェクタに接続すると外付けビデオポートはオンになりません。
通常は「FN」+「F8」や CRT/LCD キーの組み合わせによって、外部ディスプレイをオン /
オフにすることができます。CRT/LCD とラベルされた機能キー、またはノート PC にモニタ
記号が付いた機能キーを探します。「FN」とラベルの付いた機能キーを同時に押します。
ノート PC のキーの組み合わせについては、ノート PC の説明書をお読みください。
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コンポジットビデオ装置の接続

ビデオソース装置に未使用のコンポジットビデオ出力ソケットがあるかどうかを調

べてください。 

• 使用可能な場合は、この手続きを続けてください。

• 使用可能でない場合は、デバイスに接続するために使用できる方法を見直す必要
があります。

プロジェクタをコンポジットビデオソース装置に接続するには：

1. ビデオケーブルをビデオソース装置のコンポジット ビデオ出力ソケットに接続し

ます。

2. ビデオ入力ソケットへのもう一方の端をマルチ入力ケーブルに接続します。

別売
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操作

プロジェクタの電源オン / オフ

プロジェクタの電源を入れます :
1. 電源アダプタと周辺機器の信号ケーブル接続を使用して接続します。

2. プロジェクタの  をオンにします。 
プロジェクタのウォームアップには、数秒ほどかかります。

3. ソース（コンピュータ、ノート PC、DVD など）の電源をオンにします。ソース
が自動的に検出されます。

• プロジェクタに複数のソースを同時に接続する場合、入力を押して希望の信号

を選択します。

4. プロジェクタを初めて始動する場合、 / で OSD 言語を選択します。

5. [ セットアップ ] メニューの [ 全設定クリア ] を始動した後、OSD 言語を選択する
こともできます。

警告

• LED ライトがオンになっているときは、絶対にレンズをのぞき込まないでください。目が損
傷する可能性があります。

• この焦点は高温で集結します。焦点の傍に火災を引き起こる可能性のある物体を置かないで
ください。

プロジェクタの電源を切ります :
1. プロジェクタの  をオフにします。

2. プロジェクタを長期間使用しない場合は、コンセントから電源コードを抜いてお
いてください。
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プロジェクタの高さの調整

9°

120°

支持スタンド

プロジェクタには、画像の高さを調整するための支持スタンドが備え付けてありま

す。図に従ってスタンドを開けたり閉じたりしてください。

注

• プロジェクトが損傷する原因となるため、支持スタンドが完全に引っ込んでいることを確認
してからキャリーケースにプロジェクタを閉まってください。

プロジェクタの焦点の調整

フォーカスリング

ピントリングを回して焦点を合わせます。焦点を合わせるには、静止画像をお勧め

します。
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プロジェクタの画像サイズの調整

以下のグラフと表を参照して画面サイズと投写距離を決定してください。

* スクリーン対角 ( インチ ) = 40/1034* 投写距離 (mm)
例 :24=40/1034*621
** スクリーン対角 (mm) = 40*25.4/1034* 投写距離 (mm)
例 :610=40*25.4/1034*621

光学部品の偏差のため、これらの数字には +/-10% の公差があります。

注

• プロジェクタを水平位置に置きます。他の位置では熱がこもりプロジェクタが損傷する原因
となります。

• プロジェクタの各側面の間には 30 cm 以上の間隔を開けてください。

• 煙の多い環境でプロジェクタを使用しないでください。煙の残留物が重要な部品に蓄積し、
プロジェクタやその性能を損傷させる原因となります。

• 天井からの吊り下げなど、特別な取り付けについては販売店にお問い合わせください。

16:10 スクリーン対角 スクリーンからの推奨投写距離 (mm)
インチ * mm** 平均

24 610 621
40 1016 1034
56 1422 1448
72 1829 1862
80 2032 2069

1280:800 スクリーン対角

投射距離

レンズの中心

スクリーン
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メニュー操作

プロジェクタには多言語オンスクリーンディスプレイメニューが搭載されており、

画像を調整したりさまざまな設定を変更することができます。

常に使用しない, 自動, 30 分, 
60 分, 90 分, 120 分, 150 分, 
180 分

入力, 解像度, モデル名, 
ファームウェアバージョン

色調

シャープネス

自動

標準モード, ブラックボード,  
ホワイトボード,  ダイナミックモー
ド, ゲームモード, 風景モード,  
シアターモード

終了

セットアップ

周波数

自動キーストーン オン, オフ

低, 高

はい, いいえ

ランプ電源

プロジェクタの投写位置

メニュータイムアウト

電源タイムアウト

全設定クリア

戻る

情報

水平位置

垂直位置

位相

自動調整

戻る

戻る

彩度

縦横比

画像設定
(コンポジット)

画像設定(VGA)

コントラスト

キーストーン

輝度
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操作方法

1.  を押して OSD メニューを開きます。

2. OSD が表示されているとき、 /  を使用してメインメニューの機能を選択しま
す。

3. 希望のメニュー項目を選択した後、  を押してメインメニューに入り機能を設定
します。

4. /  を使用して設定を調整し、  を押してからメインメニューに戻ります。

5. サブメニューで調整する次の項目を選択するには、 /  を使用して項目を選択
し、  を押して機能の設定に入ります。

6. /  を使用して設定を調整し、  を押してからサブメニューに戻ります。

7. サブメニューから  アイコンを選択し、  を押してメインメニューに戻ります。

8. OSD を終了するには、メインメニューから  アイコンを選択し  を押します。
OSD メニューが閉じ、新しい設定が自動的に保存されます。

設定 

メインメ

ニュー

サブメ

ニュー

設定 

メインメ

ニュー
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輝度
画像を明るくしたり暗くしたりします。

コントラスト
明るい領域と暗い領域の違いを設定します。

キーストーン
斜めになった投写により生じる画像の歪みを手動で修正します。

縦横比
ピクチャをスクリーンに適合する方法を選択します。

• 自動 : 縦または横の幅においてプロジェクタのネーティブ解像度にフィットする

には、画像を比例的に拡大縮小します。

• 4:3 : スクリーンの中央が 4:3 の縦横比になるようにイメージを調整します。

• 16:9 : スクリーンの中央が 16:9 の縦横比になるようにイメージを調整します。

• 16:10: スクリーンの中央が 16:10 の縦横比になるようにイメージを調整します。

SplendidTM

P1 では、異なるシナリオを使用するために 適化されたさまざまなプリセット設定

を用意しています。

• 標準モード : 通常の環境の場合。

• ブラックボード : 黒い投写スクリーンタイプの場合です。

• ホワイトボード : 白い投写スクリーンタイプの場合です。

• ダイナミック モード : 高い輝度環境の場合です。

• ゲームモード : ゲームコンテンツの場合です。

• 風景モード : 風景ピクチャの場合です。

• シアターモード : ホームシアターの場合です。

画像設定（コンポジット）
コンポジットビデオ入力信号に対して画像を設定できます。

シャープネス

画像をシャープまたはソフトにします。

色調

色を赤または緑にシフトします。

彩度

ビデオ画像を白黒から完全な飽和色まで調整します。
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戻る

OSD メニューの上位レベルに戻ります。

画像設定（VGA）
VGA 入力信号に対して画像を設定できます。

自動調整

表示画像に 適なピクチャタイミングを自動的に決定します。

周波数

コンピュータに関連するプロジェクタのタイミングを調整します。

位相

コンピュータに関連するプロジェクタの位相を調整します。

水平位置

投写領域内部で画像を左右に調整します。

垂直位置

投写領域内部で画像を上下に調整します。

戻る

OSD メニューの上位レベルに戻ります。

セットアップ
プロジェクタのシステムセットアップを変更できます。

自動キーストーン

斜めになった投写により生じる画像の歪みを自動的に修正します。

ランプ電源

LED の経過した動作時間（時）を表示します。

プロジェクタの投写位置

プロジェクタの方向（直立または上下逆さま、スクリーンの正面または後ろ）に合

うようにピクチャを調整します。それに従って画像を反転または裏返しにします。

メニュータイムアウト

OSD メニューディスプレイが開始する間隔です（秒単位のアイドル状態）。

電源タイムアウト

指定した時間を経過しても入力信号が検出されない場合、プロジェクタの電源をオ

フにします。

• 常に使用しない : プロジェクタはアクティブと非アクティブのいずれに関わらず、

オフになりません。
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• 自動 : プロジェクタは非アクティブであることが検出されてから 5 分後に、オフ

になります。

• 30/60/90/120/150/180 分 : プロジェクタはアクティブと非アクティブのいずれに

関わらず、選択に従ってオフになります。

全設定クリア

工場出荷時の設定に戻します。

情報

プロジェクタの現在の情報を表示します。

戻る

OSD メニューの上位レベルに戻ります。

終了
OSD メニューを終了します。
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メンテナンス
プロジェクタは適切なメンテナンスを必要とします。埃、汚れまたはしみはスク

リーンに投写され画像品質を落とすため、レンズは常にきれいにしておく必要があ

ります。他の部品を交換する必要がある場合、販売店または認定サービス担当者に

お問い合わせください。プロジェクタの部品を洗浄するとき、常にプロジェクタの

スイッチをオフにしプラグを抜いてください。

警告

• プロジェクタのカバーは絶対に開けないでください。プロジェクタ内部には危険な電圧があ
り、重傷を負う原因となります。本装置を自分で修理しないでください。すべての点検修理
については、認定サービス担当者にお問い合わせください。

レンズの洗浄

レンズは専用のクリーニングペーパーでそっと拭いてください。手でレンズに触ら

ないでください。

プロジェクタ筐体の洗浄

柔らかい布でそっと拭いてください。埃や染みが容易に取り除けない場合、水中性

洗剤に湿らせた柔らかい布を使用した後、柔らかい、乾いた布で水分を拭き取りま

す。

注

• メンテナンス作業を始める前に、プロジェクタの電源をオフにし電源コンセントから AC 電
源コードを取り外します。

• 洗浄前にレンズが冷えていることを確認します。

• 上で述べたもの以外の合成洗剤や化学薬品を使用しないでください。ベンゼンやシンナーを
使用しないでください。

• 薬剤スプレーを使用しないでください。

• 柔らかい布またはレンズペーパーのみを使用してください。
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仕様
モデル P1
ディスプレイテクノロジ 0.45" DLP®

光源 R/G/B LED
トゥルー解像度（ネーティブ） WXGA 1280x800
輝度（ 大 ANSI ルーメン） 200 ルーメン

コントラスト比（標準） 2000:1
彩度 (NTSC) 120%
スロー比 1.16@16:10 (40" @ 1m)
投射距離 0.5 ～ 3 メートル

投写 / スクリーンサイズ 20 ～ 120 インチ

投写オフセット 100%
ズーム比 固定

台形補正の調整 デジタル ( 大 +/- 30 度 )
自動台形補正 はい

縦横比 16:10/ 16:9 / 4:3
アナログ信号周波数 31 ～ 99 KHz(H)/ 12 ～ 120 Hz(V)
電源オンモード ≦ 50W
スタンバイモード < 1W
音響ノイズ（標準） ダイナミック モード :30dBA

シアターモード :28dBA
信号入力 コンピュータ x 1 (30 ピンコネクタに一体化 )
ビデオ入力 ビデオ x 1 (30 ピンコネクタに一体化 )

ビデオ信号形式 :NTSC-M、4.43/ PAL-M、N、B、 
D、G、H、I/ SECAM

三脚ソケット はい

支持スタンド はい

ケンジントンロック はい

物理的寸法 ( 幅 x 高さ x 奥行き ) 125.5 x 33.5 x 130mm
ボックス寸法 ( 幅 x 高さ x 奥行

き )
230 x 180 x 122mm TBD

正味重量（およそ） 415g
総重量（およそ） 1.3kg
動作温度 5 °C ～ 35 °C
動作湿度 35%~85%
アクセサリ キャリーバッグ、電源アダプタ、電源コード、30

ピン CEA 内蔵ケーブル (D-sub/ コンポジット )、
説明書、クイックスタートガイド、保証書、サ

ポート CD
注 : 設計と仕様は事前の予告なしに変更することがあります。
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外形寸法
 125.5 mm (W) x 33.5 mm (H) x 130.0 mm (D)

付録

LED インジケータメッセージ

ステータス / 問題
LED インジケータ

電源 LED ( 白 ) 温度 LED ( 赤 )
スタンバイ 点灯 オフ

ノーマル 点灯 オフ

温度エラー 点灯 点灯

ファンエラー 点灯 点滅

125.5

130.0

33.5
JP-24



互換モード

コンピュータ :

ビデオ :

モード 解像度 水平同期 (kHz) 垂直同期 (Hz)
VGA 640 x 480 31.47 59.94

640 x 480 37.86 72.81
640 x 480 37.50 75.00
640 x 480 43.27 85.01

SVGA 800 x 600 35.16 56.25
800 x 600 37.88 60.32
800 x 600 48.08 72.19
800 x 600 46.88 75.00
800 x 600 53.67 85.06

XGA 1024 x 768 48.36 60.00
1024 x 768 56.48 70.07
1024 x 768 60.02 75.03
1024 x 768 68.68 85.00

SXGA 1152 x 864 63.85 70.01
1152 x 864 67.50 75.00
1280 x 960 60.00 60.00
1280 x 1024 63.98 60.02

WXGA ( ネーティブ ) 1280 X 800 ( 推奨 ) 49.7 60
WXGA 1366 x 768 48.00 60.00

1440 x 900 55.47 59.90
1440 x 900 55.94 59.89

UXGA 1600 X 1200 75 60

互換性 水平同期 [KHz] 垂直同期 [Hz]
480i 15.734 60
480p 31.469 60
576i 15.625 50
576p 31.25 50
720p 45.0 60
720p 37.5 50
1080i 33.75 60
1080i 28.125 50
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トラブルシューティング

プロジェクタを修理に出す前に、以下に一覧した症状と解決策を参照してください。

問題がそれでも解決しない場合、 寄りの再販売業者またはサービスセンターにお

問い合わせください。また、「LED インジケータのメッセージ」も参照してくださ

い。

起動問題

ライトがオンにならない :

• 電源接続が正しいことを確認してください。

• 電源ボタンをもう一度押してください。

• 電源アダプタを抜き、少し待ってから改めて差し込んで、電源ボタンを再び押しま
す。

画像問題

検索ソースが表示される場合 :

• 入力を押して、アクティブなソースを選択します。

• 外部ソースがオンで、接続されていることを確認します。

• コンピュータ接続の場合、ノート PC の外部ビデオポートがオンになっていること

を確認します。コンピュータの説明書を参照してください。

画像のピントが外れている場合 :

• オンスクリーンメニューに表示されている間に、フォーカスリングを調整します。

• 洗浄が必要かどうかを見るために、投写レンズをチェックします。

コンピュータに接続すると画像が揺らめく、または不安定になる場合 :

• を押し、画像設定 (VGA) に進み自動調整を調整します。
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